
   

 

 

 

令和 3年 4月号 
 

第 66期初任科入校 
 4月 6日(火)、晴れ渡る春空のもと、多数の来賓の方や家族に見守られ第 66期初任科の入校式を挙行いたし

ました。 

 希望と不安を抱え、県内消防(局)本部(延岡市・日向市・宮崎市・都城市・日南市・串間市)より 28名(内 3

名女性)の職員が消防の世界へ入ってきました。4月 6日(火)から 10月 1日(金)までの約 6ヶ月で基本的な知

識、技術、体力を身に付けさせてまいります。 
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消 防 学 校 だ よ り 

来 賓 

 

県議会議長    丸 山 裕次郎 様        
 

消防長会長    杉 村 廣 一 様        
 

消防協会長    髙 橋 昌 久 様        
 

都城市消防局長  宮 元  修  様 
 

延岡市消防長   永 谷 正 男 様      
 

日向市消防長   松 木 巖 生 様      
 

日南市消防長   安 樂 英 二 様 
 

西諸広域消防長  峯 田 勝 巳 様 
 

串間市消防長   隈 江 康 弘 様 
 

西都市消防長   髙 山 伊佐夫 様 
 

東児湯消防長   野 口 昌 秀 様 
 

西臼杵広域消防長 日 髙 一 昭 様 

県 

副知事     永 山 寬 理          

危機管理統括官 小 田 光 男 

学校長      蕪  美知保 

消防保安課長  佐 藤 勝 重 

教頭      前 田 公 望 

初任科正担当  野 中 進 吾 

副担当     福 野 和 美 

来賓祝辞 

          

丸山 裕次郎 県議会議長   杉村 廣一 消防長会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規律訓練 
消防は、厳正な規律の保持と迅速的確で秩序ある行動が要求されます。また、災害の発生とともに寸時の

猶予を許されず、敏活適正で統制のある行動を求められる消防組織の一員としての自覚を養うため日々訓練

に励みます。 

   

学生心得(前期総代講話) 
4 月 7 日(水)、第 65 期初任科生総代の上床宗滉消防士(都城市消防局)が、先輩と 

して消防学校で半年間経験したことや、消防署でどの様に勤務しているかなどを交 

え、初任科卒業まで身に付けておくべき大切なことを話しました。 

初任科生も 1 期上の身近な先輩の話を真剣に聞いていました。 
 

トレーニング 
4 月 15 日(木)、エクセルフィットネスセンタ

ー 山田 義徳 講師に、身体管理と怪我防止

の観点からトレーニングを実施していただきま

した。 

怪我をしない身体を造ることは、あらゆる災

害現場で消防目的を達成するためと、何よりも

自分自身を守るためです。様々なトレーニング

法の中から、自分自身にあったものを見つけ、

日々、体力の向上と維持を図ってほしいもので

す。 

 

体力測定 
第 1 回目の体力測定を実施しました。 

 自分自身の現在の筋力、持久力、瞬発力を認識し、

目標を持って半年間トレーニングを行ってもらいたい

と思います。 

各学生、消防士を目指したときの消防士像があると

思います。今、消防士を目指し頑張っている者達はあ

なたたちを見ています。 

 

 
 

県総合運動公園での５km 走 

 

 

 

倫理(消防長講話) 
          4 月 14 日(水)、倫理

(消防長講話)を行いま

した。 

各所属長に講話をし

ていただく取り組は、

令和 2 年度より実施し

ており、初任科生も消

防本部の長の講話を聞

くことで、消防人生の 

目標や、仕事への取り組み方など様々な学びを得

ています。 

今回は、串間市消防本部 隈江 康弘 消防長に

御講義いただきました。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初任科生の決意 
体力測定 5km 後、県総合運動公園東側に広がる木崎浜で、第 66 期初任科の仲間に向かって目標や決意を

叫びました。 

    

第 66 期初任科総代・副総代、各室長任命式 
4 月 19 日(月)、総代・副総代、各室長の任命式を行いました。これから半年間、28 名のまとめ役として

頑張ってもらいます。 

 

総  代  長 友  亮 太 (宮崎市消防局) 

○副 総 代 長曽我部 真 悟 (日向市消防本部) 

 21 号室長 木 崎  綾 笑 (宮崎市消防局) 

 22 号室長 水 永  大 智 (宮崎市消防局) 

 23 号室長 黒 木  龍 也 (宮崎市消防局) 

25 号室長 福 島  颯一郎 (都城市消防局) 

26 号室長 荒 武  航 生 (日向市消防本部) 

27 号室長 緒 方  宙 明 (日向市消防本部) 

 

  

消防団指揮幹部科 現場指揮課程前期 
 4 月 17 日(土)・18 日(日)、22 日(木)・23 日(金)の日程で消防団指揮幹部科現場指揮課程を実施しまし

た。昨今の消防活動は、火災・各種事故、自然災害はもとより、様々な事象を想定して対処しなければなら

ない環境であり、新型コロナウイルス感染症もその一つです。入校した学生は、消防団の中核となる人材で

あることへの自覚を持ち、真摯に教育訓練に取り組んでくれました。 

 今回は、新型コロナウイルス感染症対策として、本校実施分 1 次を 2 クラス制及び、都城会場での実施

など、密にならないように実施しました。 

1 次入校生（1 組・2 組）                     2 次入校生 

  
訓練 
地域防災指導(初期消火・搬送法) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
救助資機材取扱い 

油圧救助器具             削岩機・油圧ジャッキ 

  

 

エンジンカッター    現場指揮訓練 

  
 

 

都城会場(都城市北消防署) 
救助資機材取扱い 

油圧救助器具           チェーンソー 

  
現場指揮訓練 

 

 
 



5月の主な行事 

○5 月 18日(火) 消防団長研修 
 

 

 

宮崎県消防学校 

担 当：伊豆元 優一（いずもと ゆういち） 

電 話:0985-56-0555 FAX:0985-56-1475 

E-mail:shobou-s@pref.miyazaki.lg.jp 


